
MISATO TOPICS

　７月５日、美郷町公民館で海上自衛隊大湊音楽隊コンサートが行われま
した。コンサートは２部構成となっており、第１部では「斎太郎節の主題
による幻想」や「ゲールフォース」などの伝統的な音楽を演奏。第２部で
は雰囲気を変え、テレビＣＭ曲や映画音楽などのさまざまなジャンルの演
奏を披露し、集まった約400名の聴衆を楽しませました。また、今年度の
秋に国民文化祭「アクアJAZZフェスティバル in MISATO」が開催され
ることから、「フライ・ミー・トゥー・ザ・ムーン」や「シング・シン
グ・シング」などのジャズナンバーが演奏されると、聴衆は大きな拍手で
応え、会場が一体となって盛り上がりました。

海上自衛隊大湊音楽隊コンサート
会場が一体となって盛り上がりました

　7月20日、美郷大使の高階秀爾さん（美術評論家・大原美術館長）による文
化講演会が名水市場湧太郎で行われ、町内外から約110名が参加しました。
　「西洋の美・日本の美」と題した講演では、西洋と日本の芸術作品を比較
し、それぞれの美意識の違いについて解説。また高階さんの父が本町出身であ
ることに触れ「ここで育った父は、真昼山のことを思い出しながら自然の歌を
詠んでいた。日本人の自然というものは、そういう生活の中に続いている。こ
れは忘れてはいけない大事なこと。日本と西洋、違いがはっきりありながら、
しかし非常に近いものがあるということをお互いに理
解することが大事なのではないか」と、温かなメッ
セージを残されました。

美郷大使 高階秀爾さん 文化講演会
美郷町合併10周年記念事業

　７月10日、美郷町公民館で美郷町社会福祉協議会（佐藤成輝会長）が主催する第11
回美郷町社会福祉大会が行われ、地域住民や福祉関係者など約300名が参加しました。
　佐藤会長は、同協議会などが取り組む認知症による徘徊者の早期発見活動を挙げ、
「地域社会の支えを必要とする方々を支援し、今後も安心・安全なまちを目指したい」
とあいさつ。続いて、福祉活動に貢献した方々に佐藤会長から表彰状や感謝状が贈られ
ました。また、ともに手をつなぎ支え合う地域づくりの推進に努めることを盛り込んだ
大会宣言が承認されたほか、認知症に関する講演や秋田民謡と踊りのアトラクションが
行われました。

第11回美郷町社会福祉大会
協力し合える地域社会を目指して

　７月13日、東京都内で秋田・美郷町ふるさと会の総会が開催され、約
300名の会員が出席しました。
　第２回となる今年のテーマは「かだって（参加）たんせ ＯＤＯもＡＢＡも
かだって（語る）たんせおらだのふるさと美郷町」。石川明美会長は冒頭の
あいさつで「設立総会以来、３地区の友好・交流の絆が結ばれたことを大変
うれしく思う。役員をはじめとする会員の皆さんのご尽力、お力添えに改め
て感謝したい」と謝意を述べました。総会では会則の一部変更や今年度の事
業計画が満場一致で承認されました。
　その後の交流会では、国民文化祭をPRするビデオメッセージや、町の話
題を紹介するスライドショーが放映されたほか、ふるさと大使であるブラ
ボー中谷さんのマジックショーなどが行われました。会の最後には出席者全
員で町民歌「光あふれて」を合唱し、ふるさと美郷への思いをはせました。

第２回秋田・美郷町ふるさと会総会
ふるさと美郷への思いをはせて

町の話題

さい ぶした ら

お ど あ ば
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年
で
す
ね
、
以
前
よ
り
目
が
早
く

覚
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

お
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得
し
た
な
」
と
思
う
こ
と

も
あ
る
の
で
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ま
あ
い
い
か
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思
っ
て
い
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す
が
、
先
日
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早
朝
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テ
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番
組
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た
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ン
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ル
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ン
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楽
番
組
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に
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
音
楽
、
感
動
で
し
た
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同
時

に
「
こ
れ
は
賛
否
両
論
あ
る
な
」
と

思
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
は
賛
成

派
で
す
。
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は
、
有
名
な
Ｊ
．
Ｓ
．

バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
１

番
前
奏
曲
。
バ
ッ
ハ
の
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は
ギ
タ
ー

部
だ
っ
た
関
係
か
ら
少
し
は
知
っ
て

お
り
ま
す
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で
、
出
だ
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「
ふ
ん

ふ
ん
」
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聞
い
て
い
ま
し
た
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途
中

か
ら
「
ん
ん
〜
？
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と
な
り
、
最
後

に
「
お
お
！
」
と
な
っ
て
聞
き
終
え

ま
し
た
。
原
曲
が
途
中
か
ら
編
曲
さ

れ
た
演
奏
で
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
「
曲
の
本
質
を
受
け
止
め
、
愛
を

も
っ
て
そ
の
価
値
を
人
に
伝
え
た

い
」
主
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
編
曲
し
て
い
る
と
…
。

　

本
質
に
あ
る
価
値
や
意
義
を
伝
え

る
た
め
の
適
宜
変
化
は
、
音
楽
の
み

な
ら
ず
全
て
に
共
通
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
行
政
に
お
い
て
も
施
設
再
編

や
制
度
見
直
し
な
ど
は
、
本
質
に
あ

る
意
義
を
環
境
に
合
わ
せ
て
未
来
に

伝
え
て
い
く
た
め
の
変
化
で
す
。
こ

の
度
、
美
郷
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は
除
雪
の
あ
り
方
も

見
直
し
作
業
に
入
り
ま
し
た
が
、
変

化
を
見
据
え
た
こ
の
作
業
の
核
心
に

あ
る
想
い
は
、
音
楽
に
お
け
る
編
曲

作
業
と
一
緒
の
つ
も
り
で
す
。

　

４
年
連
続
の
豪
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で
す
の
で
、

「
除
雪
は
し
っ
か
り
な
！
」
と
い
う

み
な
さ
ん
の
声
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

他
方
、
除
雪
は
道
路
拡
幅
や
歩
道
整

備
に
伴
い
面
積
拡
大
し
ま
す
。
降
雪

量
が
多
け
れ
ば
当
然
時
間
も
掛
か
り

増
し
し
ま
す
。
し
か
も
予
算
は
青
天

井
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
環
境
の

中
で
通
学
や
出
勤
に
間
に
合
わ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
除
雪

の
本
質
だ
か
ら
で
す
。
と
す
れ
ば
、

当
然
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
除
雪

の
本
質
を
守
れ
な
い
と
い
う
結
論
に

至
り
ま
す
。
こ
の
度
の
見
直
し
作
業

は
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の
た
め
で
す
。

　

編
曲
は
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
ま
す
。

先
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
・
編
曲
者
は
キ

ャ
メ
ロ
ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
と
い
う

方
で
す
が
、
私
は
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
セ
ン
ス
、
私
た
ち

の
作
業
も
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

賛
否
両
論
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
…
。

美
郷
町
長　

松
田
知
己

海上自衛隊大湊音楽隊
コンサートであいさつ
を述べる松田町長

海上自衛隊大湊音楽隊
コンサートであいさつ
を述べる松田町長

変
化
の
セ
ン
ス

■
美
郷
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
議
会

推
薦
の
農
業
委
員
と
し
て
、
井
関
一
良
さ
ん
（
扇
田
）

を
推
薦
し
ま
し
た
。

■
平
成
26
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

　

焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査

費
の
追
加
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
事
業
負
担
金

の
追
加
、
ニ
テ
コ
名
水
庵
下
屋
屋
根
修
繕
工
事
の
追
加

お
よ
び
保
険
金
受
け
入
れ
に
よ
る
歳
入
の
増
額
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
４
９
９
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
１
３
億
３
０
８
３
万
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
第
７
回
町
議
会
臨
時
会
が
７
月
17
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

可
決
さ
れ
た
案
件

第
7
回

町
議
会

臨
時
会
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